
南海トラフ沿いで観測され得る

異常な現象と想定される社会の状況

資料３



前回ＷＧで防災対応に活用できるとされた南海トラフ沿いで観測され得る典型的な異常な現象
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プレート境界面のすべり発生ケース

南海トラフで地震(M7ｸﾗｽ)が発生

前震（M7クラス）ケース

西側は連動
するのか？

南海トラフの大規模地震の前震か？

シミュレーションでは、地震発生前にゆっくり
すべりを伴う場合、伴わない場合等、大地震
発生に至る多様性が示されている。

Noda and Hori (2014)

南海トラフ東側で大規模地震(M8ｸﾗｽ)が発生

東海南海
日向灘

東海南海日向灘

半割れ（一部領域でM8クラス、被害発生）ケース

全世界で1900年以降にM8.0以上
の地震(96事例)発生後、隣接領
域で同規模の地震が発生した事
例数

3日以内：10事例
3年以内：38事例

全世界で1900年以降にM7.0以上
の地震(1368事例)発生後、同じ領
域で、同規模以上の地震が発生
した事例

7日以内：24事例
3年以内：56事例

○ 報告書に示す４ケースのうち、防災対応に活用できるとされた３ケースについて検討

※南海トラフ地震の発生過程には多様性があり、実際には、
ここで検討したケース以外の現象が発生する可能性がある。

また、地震発生前に異常な現象が発生せず、突発的に南海
トラフ地震が発生する場合も想定される。

※前回ＷＧ報告書におけるケース１ ※前回ＷＧ報告書におけるケース２

※前回ＷＧ報告書におけるケース４



南海トラフの東側の領域で発生した大規模地震の直近2 事例

（1854 年の安政東海地震、1944 年の昭和東南海地震）では、

それぞれ32 時間後、2年後に残る西側の領域で大規模地震

が発生しており、それ以前の記録が残る７事例の大規模地震

についても、同時あるいは続けて発生した可能性があるとされ

ている。

このような歴史的事実が知られている中、南海トラフの東側

（又は西側）の領域で大規模地震が発生した場合を想定する。

• 全世界で1900年以降に発生したM8.0以上の地震96事例のう

ち、３日以内に10事例で隣接領域で同程度の地震が発生。そ

の後の発生頻度は時間とともに減少。

• この傾向は、地震発生後の統計的な経験式に基づく地震発

生確率の減少の時間変化と同等と評価できる。これら実際の

事例数や経験式から定量的な評価が可能。

• ただし、これまで南海トラフでは、東側と西側の領域でほぼ同

時又は続けて地震が発生したことがあることや、２年～３年後

に発生した場合があることにも留意する必要。

想定する現象と科学的評価

想定する現象

現在の科学的知見（南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防災対応検討WG報告書をもとに記載）
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○ 南海トラフの東側（又は西側）の領域で大規模地震が発生した場合を想定

半割れ（一部領域でM8クラス、被害発生）ケース

【半割れ（一部領域でM8クラス、被害発生）ケース】



地震動・津波の想定
～南海トラフの東西それぞれで最大クラスの地震・津波が発生した場合の例～

沿岸での最大津波高

：震源域

：そのうち特に強
い地震動を発
生させる領域

東側で地震が発生した場合

最大震度

沿岸での最大津波高

西側で地震が発生した場合

最大震度

○ 大きな揺れは震源域付近にとどまる一方、大きな津波は広範囲に及ぶ

※南海トラフで発生する地震には多様性があり、本資料はあくまで一つの例を示したものである。 4

東側西側

【半割れ（一部領域でM8クラス、被害発生）ケース】



津波警報の発表イメージ

○ 南海トラフ東側でＭ８クラスの地震が発生した場合、四国・九州を含め全国の広い範囲に大津波
警報・津波警報が発表、解除までは半日～１日程度かかる

○震源域の目の前だけでなく、太平洋沿岸全域に対し
て大津波警報・津波警報が発表※される。

※南海トラフで発生する地震には多様性があり、
本資料はあくまで一つの例を示したものである。

【半割れ（一部領域でM8クラス、被害発生）ケース】
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半日～１日後

○津波警報の解除までは半日～１日程度かかる（注意
報の解除まではさらに時間がかかる）

※気象庁では、大規模地震の発生直後に地震の規模を精度良く把握
できない場合、その海域における最大級の津波を想定して大津波
警報・津波警報を発表することとしており、半割れ（一部領域でM8ク
ラス、被害発生）ケースの場合はその可能性が高い。

東側でM8クラスの地震が発生した場合 東側でM8クラスの地震が発生した場合

発生直後



物的・人的被害

初めの地震に対
する気象庁の情

報発表

交通インフラの
状況

政府の動き

津波注意報に切り替え

想定される社会の状況

地震発生 数時間後 約1日後 約2日後

（東側・西側）揺れや緊急地震速報を受け鉄道運行停止、空港離発着の停止

（東側・西側）津波警報等による鉄道運行停止、空港離発着の停止、港湾内機能停止

緊急災害対策本部等の設置、会議の開催、東側地域に対し応急対策の実施

（東側・西側）大津波警報・津波警報の発表（適宜更新）
※このほか、各地の震度や津波の到達予想時刻等に関する情報が随時発表される

津波の恐れがない地域では順次運行再開

但し、津波警報以上が出ている地域の再開は遅れる

（東側・西側）緊急地震速報

津波注意報解除

（東側）揺れや火災等により、多くの建物被害（全壊・焼失）・人的被害（死者）発生

（東側）津波浸水により多くの建物被害・逃げ遅れによる人的被害発生

（東側）多くの住民が高台や避難所へ避難 （西側）地震発生直後は多くの住民が高台や避難所へ避難、
その後、津波の観測状況等に応じて沿岸部の住民のみ避難

ライフラインの
状況 （東側）広範囲にわたり電力、通信、水道、ガスが停止

（東側）国道、県道、市町村道の多くが亀裂、沈下、沿道建物倒壊により不通

大津波警報・津波警報解除

津波による損傷がなければ徐々に再開

応急復旧により徐々に解消

応急復旧により徐々に解消

○ 東側地域で大規模な被害が発生

○ 西側地域では、地震動による大きな被害はないものの、沿岸には津波警報等が発表

○ そのような中で、南海トラフ地震に関連する情報（臨時）が発表

津波による被害がない地域では、避難を終了

南海トラフの東側の領域でM8クラス地震が発生した場合に想定される社会の状況

【半割れ（一部領域でM8クラス、被害発生）ケース】

緊急災害対策本部会議等において、関係省庁による今後の取組の確認、西側地
域の国民に対して今後の備えについて呼びかけ

南海トラフ地震に関
連する情報（臨時）
の発表、及びこれに
伴う政府の動き

※南海トラフで発生する地震には多様性があり、本資料はあくまで一つの例を示したものである。

数十分後

（西側）南海トラフ地震に関連する情報（臨時）
第1号を発表「調査を開始しました」

（西側）南海トラフ地震に関連する情報（臨時）
続報を発表「相対的に高まっている」 ※最新の観測結果と評価結果を随時続報として発表
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○ 地震後概ね３０分程度で、調査を開始する旨の情報（第１号）を発表

○ 南海トラフ地震発生の可能性が相対的に高まっている等の調査結果が、最短２時間程度で続報
として発表

南海トラフ地震に関連する情報（臨時）のイメージ【南海トラフ東側でM8クラス地震発生ケース】
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南海トラフ地震に関連する情報（臨時）のイメージ【半割れ（一部領域でM8クラス、被害発生）ケース】

震源・震度に関する情報
(震度３以上を観測した地域名、市町
村名)

津波情報
津波の観測に関する情報
沖合の津波観測に関する情報

約５分後

大津波警報・津波警報・
津波注意報（更新報） 長周期地震動に関する

観測情報（試行）

約15分後

約20分後

1時間〜2時間後

津波警報・津波注意報
（一部解除）

津波予報 若干の海面変動 7

平成○年○⽉○⽇○時○分
気象庁地震⽕⼭部

南海トラフ地震に関連する情報（臨時）（第Ｘ号）
本⽇（〇⽇）〇時〇分に遠州灘で発⽣したＭ８．０の
地震は、想定される南海トラフの⼤規模地震の想定震源域の
うち、想定東海地震の震源域を含む、駿河湾から三重県南
東沖にかけての領域で発⽣したものと考えられます。
南海トラフの⼤規模地震の想定震源域のうち、今回の地震
の震源域とならなかった和歌⼭県沖から⽇向灘の領域では、
（今回の地震から１週間程度、）⼤規模地震の発⽣可能
性が平常時に⽐べて相対的に⾼まっていると考えられます。特
に今回の地震から３⽇以内の可能性がより⾼いものと考えら
れます。

平成○年○⽉○⽇○時○分
気象庁地震⽕⼭部

南海トラフ地震に関連する情報（臨時）（第１号）
本⽇（〇⽇）〇時〇分頃に遠州灘でＭ８．０（速報

値）の地震が発⽣しました。
気象庁では、今回発⽣した地震と南海トラフで想定されている
⼤規模地震との関連性についての調査を開始しました。
このため、×時×分から南海トラフ沿いの地震に関する評価
検討会、地震防災対策強化地域判定会を開催します。

※本資料はあくまで一例として掲載したイメージです。実際の情報内容は、その時の状況や
「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」における評価結果を踏まえた内容になります。

南海トラフ地震に関連する
情報（臨時）第１号

南海トラフ地震に関連する
情報（臨時）続報

緊急地
震速報

震度速報
(震度３以上を観測した地域名)

数秒〜⼗数秒後

２〜３分後

大津波警報・津波警報・
津波注意報（第１報）

津波情報（津波到達予想
時刻・予想される津波の高
さに関する情報）

津波情報（各地の満潮時刻・津波
到達予想時刻に関する情報）

地震発生

1.5分〜２分後

地震解説資料・報道発表資料
地震活動の見通し

津波警報・津波注意報
（全解除）



南海トラフ沿いでM7 クラスの地震が発生した後に、より大規

模なM8 クラスの地震が発生した事例は確認されてはいない

ものの、東北地方太平洋沖地震が発生した際は、その2 日前

にM7 クラスの地震が発生していた。このようなことが知られて

いる中、南海トラフ沿いでM7 クラスの地震が発生した場合を

想定する。

このようなことが知られている中、南海トラフ沿いでM7 クラス

の地震が発生した場合を想定する。

• 全世界で1900年以降に発生したM7.0以上の地震1368事例の

うち、７日以内に24事例で同じ領域で同規模以上の地震が発

生。その後の発生頻度は時間とともに減少。

• この傾向は、地震発生後の統計的な経験式に基づく地震発

生確率の減少の時間変化と同等と評価できる。これら実際の

事例数や経験式から定量的な評価が可能。

想定する現象と科学的評価

想定する現象

現在の科学的知見（南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防災対応検討WG報告書をもとに記載）
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○ 南海トラフ沿いでM7 クラスの地震が発生した場合を想定

前震（M7クラス）ケース

【前震（M7クラス）ケース】



津波警報の発表イメージ

○ 半割れ（一部領域でM8クラス、被害発生）ケースと比較して狭い範囲に数時間～半日程度、津波
警報等を発表

○半割れ（一部領域でM8クラス、被害発生）
ケースと比較して狭い範囲に津波警報が発
表される。

○津波警報発表後、数時間～半日程度で解除。
※地震の規模や震源の位置により、津波警報や津波注意報が

発表されない場合も想定される。

紀伊半島沖でM7クラスの地震が発生した場合の一例

※南海トラフで発生する地震には多様性があり、
本資料はあくまで一つの例を示したものである。

2004（平成16）年9月5日 19:07に発生した
三重県南東沖の地震（M7.1）の際の状況

震度分布

津波高

大きな被害は発生せず

最大震度は５弱

津波高は１ｍ未満

（参考）

【前震（M7クラス）ケース】
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10

物的・人的被害

初めの地震に対
する気象庁の情

報発表

交通インフラの
状況

政府の動き

紀伊半島沖で想定される社会の状況

地震発生 数時間後 約12時間後

紀伊半島でやや強い揺れを感じる（最大震度５弱）が、大きな被害なし

地震動の影響による
鉄道運行停止

津波警報等による鉄道運行停止、空港離発着の停止、港湾内機能停止

紀伊半島沿岸地域に対し、大津波警報・津波警報の発表

津波警報の解除に伴い
順次運行を再開

緊急地震速報
（震度４以上の地域）

緊急地震速報を受け、運行停止

大津波警報・津波警報解除

数十分後

津波の恐れがない地域では順次運行再開

ライフラインの
状況

影響なし

官邸連絡室の設置

※南海トラフで発生する地震には多様性があり、本資料はあくまで一つの例を示したものである。

○ M7クラスの地震により、紀伊半島沿岸には津波警報等を発表

○ 震源付近ではやや強い揺れ（震度5弱程度）を感じるが大きな被害なし

○ そのような中で、南海トラフ地震に関連する情報（臨時）を発表

関係省庁災害警戒会議の開催、関係省庁による今後の取組の確認、国民に
対して今後の備えについて呼びかけ

紀伊半島沖でM7クラスの地震が発生した場合に想定される社会の状況

【前震（M7クラス）ケース】

南海トラフ地震
に関連する情報
（臨時）の発表、
及びこれに伴う
政府の動き

南海トラフ地震に関連する情報（臨時）
第1号を発表「調査を開始しました」

南海トラフ地震に関連する情報（臨時）
続報を発表「相対的に高まっている」 ※最新の観測結果と評価結果を随時続報として発表



○ 地震後概ね３０分程度で、調査を開始する旨の情報（第１号）が発表

○ 南海トラフ地震発生の可能性が相対的に高まっている等の調査結果が、最短２時間程度で続報
として発表

南海トラフ地震に関連する情報（臨時）のイメージ【南海トラフ東側でM8クラス地震発生ケース】
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南海トラフ地震に関連する情報（臨時）のイメージ【前震（M7クラス）ケース】

11

平成○年○⽉○⽇○時○分
気象庁地震⽕⼭部

南海トラフ地震に関連する情報（臨時）（第Ｘ号）

本⽇（〇⽇）〇時〇分に三重県南東沖で発⽣したＭ７．
３の地震は、想定される南海トラフの⼤規模地震の想定震源
域の⼀部で発⽣したと考えられます。
このため、（今回の地震から１週間程度、）南海トラフの⼤
規模地震の発⽣可能性が平常時に⽐べて相対的に⾼まって
いると考えられます。

平成○年○⽉○⽇○時○分
気象庁地震⽕⼭部

南海トラフ地震に関連する情報（臨時）（第１号）

本⽇（〇⽇）〇時〇分頃に三重県南東沖でＭ７．３
（速報値）の地震が発⽣しました。
気象庁では、今回発⽣した地震と南海トラフで想定されている
⼤規模地震との関連性についての調査を開始しました。

※本資料はあくまで一例として掲載したイメージです。実際の情報内
容は、その時の状況や「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」
における評価結果を踏まえた内容になります。

震源・震度に関する情報
(震度３以上を観測した地域名、市町
村名)

津波情報
津波の観測に関する情報
沖合の津波観測に関する情報

約５分後

津波警報・津波注意報
（一部解除）

津波予報 若干の海面変動

南海トラフ地震に関連する
情報（臨時）第１号

南海トラフ地震に関連する
情報（臨時）続報

震度速報
(震度３以上を観測した地域名)

２〜３分後

津波警報・津波注意報
（第１報）

津波情報（津波到達予想
時刻・予想される津波の
高さに関する情報） 津波情報（各地の満潮時刻・津波

到達予想時刻に関する情報）

地震発生

1.5分〜２分後

1時間〜2時間後
地震解説資料・報道発表資料
地震活動の見通し

津波警報・津波注意報
（全解除）

緊急地震速報

数秒〜⼗数秒後



現在、気象庁では東海地域において、ひずみ計を用いてプ

レート境界面でのすべりを監視しており、基準を超えたひずみ

計の変化を捉えた場合は、地震予知情報等を発表することと

している。この監視の対象となっているようなプレート境界面

で大きなすべりが観測され、前例のない事例として学術的に

注目され、社会的にも関心を集めた場合を想定する。具体的

には、東海地震予知情報の判定基準とされるようなプレート

境界面での前駆すべりや、これまで観測されたことがないよう

な大きなゆっくりすべりが見られた場合を想定する。

• 現在の科学的知見からは、地震発生の可能性が相対的に高まっているといった評価はできるが、現時点において大

規模地震の発生の可能性の程度を定量的に評価する手法や基準はない。

想定する現象と科学的評価

想定する現象

現在の科学的知見（南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防災対応検討WG報告書をもとに記載）
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○ プレート境界面での前駆すべり等が見られた場合を想定

【プレート境界面のすべり発生ケース】

プレート境界面のすべり発生ケース
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物的・人的被害

交通インフラの
状況

政府の動き

想定される社会の状況

ひずみ計の変化が
気象庁の調査開始
の基準に達する 数十分後

南海トラフ地震
に関連する情報
（臨時）の発表、
及びこれに伴う
政府の動き

影響なし

通常通り

数時間後

ライフラインの
状況 影響なし

特になし

※南海トラフで発生する地震には多様性があり、本資料はあくまで一つの例を示したものである。

○ 地震動を感じることなく、また津波も発生しない

○ 社会は日常どおりである中で、南海トラフ地震に関連する情報（臨時）が発表

関係省庁災害警戒会議の開催、関係省庁による今後の取組の確認、国
民に対して今後の備えについて呼びかけ

プレート境界面のすべりが発生した場合に想定される社会の状況

【プレート境界面のすべり発生ケース】

南海トラフ地震に関連する情報（臨時）
第1号を発表「調査を開始しました」

南海トラフ地震に関連する情報（臨時）
続報を発表「相対的に高まっている」

※最新の観測結果と評価結果を
随時続報として発表



南海トラフ地震に関連する情報（臨時）のイメージ【南海トラフ東側でM8クラス地震発生ケース】
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南海トラフ地震に関連する情報（臨時）のイメージ【プレート境界面のすべり発生ケース】

⃝ ひずみ観測点で有意な変化を観測後、概ね３０分程度で調査を開始する旨の情報（第１号）が
発表

⃝ 南海トラフ地震発生の可能性が相対的に高まっている等の調査結果が、最短２時間程度で続
報として発表

14

平成○年○⽉○⽇○時○分
気象庁地震⽕⼭部

南海トラフ地震に関連する情報（臨時）（第Ｘ号）

東海地域の複数のひずみ観測点で有意な変化を観測して
おり、変化が⼤きくなっています。
これらの変化は、想定される南海トラフの⼤規模地震の震源
域内でのプレート境界⾯のすべりに伴うものであると推定され、
南海トラフの⼤規模地震発⽣の可能性が平常時に⽐べて相
対的に⾼まっていると考えられます。

平成○年○⽉○⽇○時○分
気象庁地震⽕⼭部

南海トラフ地震に関連する情報（臨時）（第１号）

東海地域のひずみ観測点で有意な変化を観測しており、
変化が⼤きくなっています。
気象庁では観測されている現象が南海トラフ沿いの⼤規模
な地震と関連するかどうかの調査を開始しました。

※本資料はあくまで一例として掲載したイメージです。実際の情報内容は、その時の状況や
「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」における評価結果を踏まえた内容になります。

南海トラフ地震に関連する
情報（臨時）第１号

南海トラフ地震に関連する
情報（臨時）続報

変化を観測

※事前に、地震や津波に関
する情報は発表されない


